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― 大学生を対象とした調査をもとに ―
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A Basic Study on Ability Developed in Children through Dairy Farming Education
― Based on a survey for university students ―
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Abstract: The aim of this study is to examine what kind of abilities are developed in 
children through dairy farming education.　With this aim, a survey comprising 45 items 
was conducted with 201 university students from the Department of Education of a 
national university.　The results of this study showed that university students thought 
that the abilities to develop in children through dairy farming education were “concern / 
motivation / attitude”, and “knowledge / skill”.　In addition, it became clear in thought 
that these abilities were brought up in children that there was no difference when it 
compared university students with and without dairy farming experience.
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１．問題の所在

　「教育ファーム」の活動は，戦争ですさんだ子ども
たちの心を動物とのふれあいによって和らげるため，
第２次世界大戦直後のアメリカ合衆国において始めら
れたようである。この動きがヨーロッパを中心に広が
り，フランスやイギリスでは現在1,000以上の教育
ファームが存在している。そして，各教育ファームは
学校との連携を図りながら，毎年多くの子どもたちを
受け入れている （大島， 1999；伍代， 2000；林， 2007）。

　一方，我が国においては，子どもたちに命や食の大
切さ，豊かな心を育てたいという考えから，1998年よ
り「酪農教育ファーム」の活動が行われている。この
酪農教育ファームの数は年々増加し，現在250以上の
牧場が存在している。それを利用する学校の数も年々
増加し，主に総合的な学習の時間において，給餌や搾
乳，バター作りなどの体験活動を行っている（大塚，
2002；宮本，2009）。
　そこで，酪農教育ファームに関する研究を概観した
ところ，入手した文献の範囲では，酪農教育ファーム
の活動を例示したものや，その教育的効果を提案した
ものが見られた。例えば，羽豆（2001）は，酪農教育
ファームの活動として，乳牛の世話や乳搾り，牛舎の
掃除などを挙げている。また，宮崎（2002）は，牧場
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での体験を通して，食べ物を粗末にしてはならないと
いう自覚や牧場では規則を守らなければならないとい
う社会性が子どもに身につくという考えを示してい
る。しかし，実際に調査を行い，その分析結果をもと
に酪農教育ファームを通して子どもに育成される力を
検討したものはあまり見られなかった（高橋・角屋，
2002；瀬尾，2004）。このため，酪農教育ファームの
活動によって，子どもにどのような力が育成されるの
か調査し，検討する必要があると考える。

２．目　的

　前項で述べた背景より，本研究では，酪農教育ファー
ムを通して子どもに育成される力について調査し，検
討することを目的とした。

３．研究の方法

　本研究では，酪農教育ファームを通して子どもに育
成される力について検討するため，牛と関わる活動に
よって子どもに育つと考えられる力を問う質問項目を
作成し，国立大学教育学部に在籍する大学生を対象に
質問紙調査を実施した。その詳細を以下に述べる。
（1）質問項目の作成
　質問項目の作成に当たり，酪農教育ファームの活動
は，自然体験活動の一つであると考えることにした。

そして，以下の手続きにより，質問項目を作成した。
　まず，酪農教育ファームの活動を取り入れることが
想定される「生活科」「理科」「道徳」「特別活動」「総
合的な学習の時間」の学習内容を参考にし，自然体験
活動で育成されると考えられる力の選定を行った（文
部科学省，2008）。具体的には，「自然を不思議に思う
心」「自然を大切に思う心」など118の力を選定し，差
異同一の視点から「違いに気付く能力」「疑問に感じ
る能力」など30の力に整理した（表１横欄参照）。
　次に，入手した文献から酪農教育ファームで行われ
ている活動を抽出した（羽豆，2001；大江，2003；表
１縦欄参照）。
　そして，各活動に併記されている子どもの反応をも
とに，その活動を通して育成されると考えられる力を，
先に整理した30の力から選定し，牛の世話や搾乳など
の活動ごとに質問項目を作成した（表１，２参照）。最
後に，これらの質問項目をあいうえお順に並べ替え，
項目番号をつけた（資料１第１欄参照）。
　このようにして作成した合計45項目に対して，「牛
と関わる各活動を通して，次の力が児童・生徒に育成
されるか」という教示のもとに，「１．全く思わない」

「２．あまり思わない」「３．どちらでもない」「４．
ややそう思う」「５．とてもそう思う」の５件法で回
答を求めた。このとき，酪農体験のない大学生も活動
場面を想起できるようにするため，各活動の写真資料
も配付した（資料２参照）。なお，これらの質問項目

表１　自然体験活動で育成されると考えられる力と酪農教育ファームの活動
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および写真資料の作成に当たっては，小学校教員４名，
大学教員３名，酪農教育ファームの研究者２名で検討
した。
（2）調査時期および対象
　2009年６月に，国立大学教育学部に在籍する大学生
201名を対象に調査を実施した。

４．結　果

　本研究では，酪農教育ファームを通して子どもに育
成される力について検討するため，まず項目分析を行
い，次に因子分析を行った。さらに，抽出した因子を
もとに，大学生の酪農体験の有無と子どもに育成され
る力との関係についても分析した。その詳細を以下に
述べる。
（1）項目分析
　45項目に対する項目分析を行うため，各項目の平均
値と標準偏差を算出した（資料１第２・３参照）。
　次に，各項目の平均値と標準偏差を用いて，天井効
果と床効果のある項目を検討した。その結果，項目番
号４，６，18，25，39，43の６項目に天井効果が見ら
れたため，これらの項目を以後の分析から除外するこ
とにした。
（2）因子分析
　酪農教育ファームを通して子どもに育成されると考
えられる力の因子を抽出するため，前述の６項目を除
いた39項目に対して因子分析（主因子法，プロマック
ス回転）を行った。スクリープロットの結果から暫定
的に２因子を想定し，因子数を２に指定して２回目の
因子分析を行った。その結果，項目番号５，13，17，
28，41，42，45の７項目が両方の因子に寄与していた
ため，この７項目を除外して３回目の因子分析を行っ
た。その結果を表３に示す。
　表３に示したように，酪農教育ファームを通して子
どもに育成されると考えられる力の因子として，18項
目からなる因子１と14項目からなる因子２が抽出でき
た。
　因子１は，酪農の仕事に対する関心や意欲，乳製品
などの食べ物を大切にしようとする態度から構成され
ている。このことから，因子１は，「関心・意欲・態度」
であるといえる。
　また，因子２は，自分と比べながら牛に注目する知
識，搾乳やブラッシングなどの作業をする技能から構
成されている。このことから，因子２は，「知識・技能」
であるといえる。…結果①
（3）酪農体験と子どもに育成される力との関係
　大学生の酪農体験の有無により，酪農教育ファーム

表２　作成した質問項目
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を通して「関心・意欲・態度」「知識・技能」が子ど
もに育成されるという考えに差があるのではないかと
推測される。そこで，これを検討することにした。

　具体的には，まず質問項目の信頼性を検討するため，
各因子の信頼性係数（Cronbach α）を算出した。そ
の結果，.884≦α≦ .910であり，各因子の内部一貫性
が保障されたと考えた。このことから，作成した質問
項目は信頼性があると判断し，以後の分析に用いるこ
とにした。
　次に，「関心・意欲・態度」に関する18項目，「知識・
技能」に関する14項目について，各大学生の回答の平
均値をそれぞれ算出した。そして，酪農体験のある大
学生（n=62）とない大学生（n=138）の平均値に有意
な差があるか否かを検討するため，平均値の差の検定

（対応のない t 検定）をそれぞれ行った。その結果を
表４に示す。

表３　因子分析の結果

主因子法，プロマックス回転

表４　質問紙調査における回答の平均値の差

　表４に示した結果から，「関心・意欲・態度」「知識・
技能」ともに，酪農体験のある大学生とない大学生の
平均値に有意な差は見られないといえる。…結果②

５．結果の含意

　本研究では，酪農教育ファームを通して子どもに育
成される力について調査し，検討することを目的とし
た。その結果および結果の含意を以下に述べる。
　国立大学教育学部に在籍する大学生を対象に，酪農
教育ファームを通して子どもに育成される力について
質問紙調査を実施したところ，結果①より，大学生は

「関心・意欲・態度」「知識・技能」が育つと考えてい
ることが明らかになった。このことから，大学生は，
酪農教育ファームを通して子どもに育成される力は，
給餌や搾乳，バター作りなどの活動に依存するもので
はなく，「関心・意欲・態度」「知識・技能」といった
資質・能力と捉えているといえる。これらの資質・能
力のうち，とりわけ「関心・意欲・態度」は，酪農の
仕事に対する関心・意欲の他に，牛に対する命や食，
思いやりの心をもつ態度からなっていた。これは，我
が国における酪農教育ファーム設立の際の「子どもた
ちに命や食の大切さ，豊かな心を育てたい」という理
念に合致しているといえる。
　また，結果②より，酪農教育ファームを通して「関
心・意欲・態度」「知識・技能」が子どもに育成され
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るという考えに，大学生の酪農体験の有無による差は
ないことが明らかになった。このことから，酪農体験
のある大学生もない大学生も，酪農教育ファームを通
して「関心・意欲・態度」「知識・技能」という資質・
能力が育つと同程度に考えているといえる。

【附　記】

　本研究は，（社）中央酪農会議と共同で行ったもので
ある。
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資料１　質問項目の平均値および標準偏差
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資料２　各活動の写真資料




